




















































































































育機関は二〇〇二年の学校教育法 改正 より、二〇〇四年度以降、すべての大学は文部科学大臣の認証を受けた評価機関（認証評価機関）により七年以内の周期で認証評価を受けることが義務づけられている。認証評価の目的は、大学の質を保証し、評価結果が公表されることにより、大学が社会によ 評価を受け、評価結果を踏まえて大学が自ら改善を図ることとされている。　
公益財団法人大学基準協会が行う大学評価の基準となるものが、「大学基準」であり、大学が適切な水準を維持


































こうして見てくると「建学の理念、精神」に基づく学校運営がいかに求められているかが理解できる。大学評価のポイントを稼ぐということも重要であるが 設立者の意志に鑑みて、大 に建学の精神を挙揚しなければならないと思う。  若原道昭氏は建学の精神に関して次のように述べている。




























の私学は、キリスト教の教えを教育理念とし設立され、運営されている私立学校であり キリスト教主義 校とも言われる。このキリスト教系 私学の影響を受けて、多くの仏教系の私学が生じたという歴史がある。
明治初期からキリスト教の宣教師は私塾を開くなどして、とくにエリート層の若者に強い影響力をもち始めた。
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教育理念愛知学院大学は、専門の理論と応用を教授・研究し、あわせ 本学設立 主旨である仏教精神を基とした「行学一体」の人格形成に努め、「報恩感謝」の生活のできる社会人を養成し、広く世の各界に寄与し 人類の福祉と文化の発展に貢献することを教育理念としてい す。愛知学院が明治九年（一八七六）の創立から今日 で、一貫して堅持し続けてきた建学の精神 ある「行学一
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この文章を佐藤達全師は次のように解説している。







































































































ここには「修証一如」が説かれている。修とは修行、証とは悟り。一般的には修行は手段であり、悟りを開けば不要になるという考え方である 、道元禅師は修証一如、つまり、修行と悟りは一つであると説かれた。修行している姿が悟りの現れである。それ故、悟りを得た後、正法を明めた後に坐禅は不要で ないかという質問に対して、「癡人のまへにゆめをとかず、山子の手には舟棹をあたへがたし」とばっさり切 捨て答えて る。「修証一如」であるから、不断に修行し続ける。 行に終わり ないのである。　
これは、「どうして勉強するのか」という質問に対する答えにも当てはまる。いい高校に入るために勉強する。何




































良い点数を取る者が何故会社に雇われるかといえば、学校と同様に会社でも良く頑張って仕事をしてくれるだろうという期待があるからであろう。学生の側も良い会社に就職するために勉強するが、極端な例を出せば、勉強に偏り過ぎて社会に順応できない場合もある。例えば、お医者さんになりたくて、朝から晩まで勉強した。親御さんも学校に送り迎えし、子どもは友達と遊んだこともない。念願の医学部 入学し、国家試験も合格し医者になったが、それで良いのか。医者は医学の知識も必要であるが、患者さんと コミュニケーションも必要 ある。　
同様な見解を田原総一朗氏は次のように述べている。































仏道を習う、仏教を学ぶ目的とは何かと言えば、自己をならうこと、自己を明らかに知 である。池田氏は、「何のために生まれ、何をして生きていく」かを明らか するためであると解説されてい 。　
それでは、何をして生きていくべきか。この答えが、「万法に証せられるなり」ということで つまり、自己












「現成公案」における「自己をわすれる」の自己とは「自我的 或いは「利己的自己」であり、この自己を仏法の世界に投じる、放下す と解釈されてい 。　
また、「真実の自己」は「自我的自己」、「はからっている自己」によっては把握できず、仏法の世界に「自我的
自己」を放下する、つまり、仏法に従って生きることにより「真実の自己」が実現され、それは同時に真実、法を証することでもあるという。































































































日常の一コマ一コマについて、自我欲望にふりまわされず、「私たちの のち」を仏法の中に投じ、はたらかせていくことが重要であると述べて る。若原道昭氏は、エゴ、自我欲望にふりまわされず公共性 意識の重要性を述べて
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いる。



































当である。以前は、前期『般若心経』、後期『法華経』 どという仏教中心 テーマで授業が行われていたと聞く。しかし、それは宗教全般を教えることにはならない。現在は、仏教や禅のみ講ずることはなく、宗教とは何か、ユダヤ教、キリスト 、イスラム教、仏教と宗教全般を教えている。それ故、 いう「本来その科目がもっている教授内容」よりになっていると感じるが、学生の興味 喚起する点では、意味があると思 。　
大学一年生にとっては「宗教学」は興味の対象にはならない。反対に、宗教に対してネガティブな印象を持つ学生
















と述べているが、このことにも注意している。そのため、学生の日頃の関心や悩みなどを仏教思想の立場から話題にしていく授業を心 けている。何のために生き のか、今、どのような状況かなどである。例を挙げれば、「医師から余命六ヶ月を宣告されたらどうするか」や「自己が亡くなる際に家族に捧げることば」などの感想を書かせ こともある。　
「医師から余命六ヶ月を宣告されたらどうするか」の問いに対する答えは、多くは旅行に行きたい、家族と暮ら










が、宗教は否定的である。道元禅師は「学道の人貧な べし」、キリスト教も「貧」を説く。このように、時流 対して時にはノーと答える学校運営 必要であり、それこそが宗教系大学 特徴であると思う　
若原氏は、次のように指摘している。





















現代社会が仏教に求めるものの一つが、「公共性」や「倫理性」という指摘である。知識だけの詰め込み なく、生き方を教える場を提供す ことが仏教系の学校には可能なのであり、それが求められているという。  最後に、まとめとして、斉藤氏の見解を見てみたい。









者は思う。それだけ仏教教育の役割も大きいし、それを担う仏教系大学が果たすべき役割も大きいと思う。公立学校ではできない仏教や禅の教えに基づ 個性豊かな教育を施し、優れた人材 輩出 べきであると思う。  さて、齋藤氏は教育の目標に関して、次のように述べている。




善を求めるという意識が教育であり、宗教の目標であるという。また、「本来清浄である自性心」の表現は 「自性清浄心」という仏教語を意識していると思わ る。この意味す ところ 心は自性として（本来）清浄であ が、外来の煩悩によって汚されているというインド以来の仏 思想である。 れは大乗仏教の如来蔵、仏性思想に影響を
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与えた思想である。これは、自己本具の「光明」ともいえよう。石附実氏は次のように述べている。













り、宗教教育、宗教活動への制約がなく、大いに宗教教育が行われている。宗教系の学校では、仏教、神道、キリスト教などさまざまな 、宗派 基づく宗 教育が行わ て る。　
各私立学校には、それぞれの建学の精神があり、それは設立者の意識を反映したものである。このことを教職員は

































アメリカでは、融和が進んでいるように えた白人と黒人の分断図が再び鮮明に っている 発端は白人警官が、身分
証を出そうとした黒人をいきなり射殺した事から始まった。この行為 反発するデモが全米で起こったが、今度は「白人が憎い」と黒人 白人警官数 を射殺、黒人と白 の衝突が全米各地で発生 た。すると白人警察官は、無人ロボットを使って取り締まりに乗り出したという。オバマ大統領は「刑 司法制度の中にまだ人種差別が残っているのではないか」と述べている。
　　　　　
イラクのバグダットでは一度に約３００人が死亡す 爆弾テロが発生、一回のテロで犠牲となる人々の数 ウナギ上り
に増えている。中東や西南アジアでは爆弾テロによる死傷 数に鈍感にな るようだ。イラク戦争 アフガン戦争イスラム国のテロなどが相次いで発生しているうち 、人命がどんどん軽くなってき よう 思う
　　　　　
中国もまた、南シナ海問題を巡るフィリピンの国際仲裁裁判所への提訴に対し、前政権で外交トップだった戴秉国前国














































































































































































































































































 日本が近代以後推進してきた諸政策 、むしろ日本の伝統に反するものが多かった。近代化を実現するために、日本は身の丈に合わない西洋的な価値を無理やり日本に移植してきた面が多分にある。今、その西洋的な価値に逆転潮流が起きているのだとすれば、日本はむしろ自分たちが本来得意とする伝統的な路線に立ち戻ればいいだけではないか。近代化の 捨 てきた日本的な価値を今一度見直し、再興することが 日本が逆転潮流に乗り、再浮上するチャンスを与えてくる可能性があると月尾氏は言う。そうした中で今後の日本の浮沈の鍵を握るの 、「文化」だと月尾氏は言う。




          そもそも文化がない国は、存続するに値しないと言い換えることもできる。地球規模で考えた時、工業力や物質的な繁栄
であれば、どこに国が残っていても大差はない。しかし、日本独自の文化は日本が生き残らなければ、存続させることができない。存続するためには、まず存続に値する文化を誇れる国にならなければならないということだ。





















































































































































































   例えば、本年（平成二十八年）東京都目黒区の区立碑文谷公園内の池で、無職の阿部祝子さん（八十八）の切断遺体が見
つかった事件で、警視庁碑文谷署捜査本部に九日、死体遺棄容疑で逮捕された世田谷区野沢、自称無職、池田徳信容疑者（二十八）が、関与を認める供述を始めたことが分かった。この事件も、盗みに入って見つかったから殺害するという我が儘放題の犯罪であった。
　　　


















83）若原道昭「大学における仏教 」 『日本仏教教育学研究』 一号、平成 五年、一二頁）。
（




86）吉田実盛「建学の精神の具現化へ 授業科目の可能性」（『日本仏 育学研究』一一号、平成 五年、一三七頁）。
（
87）吉田実盛「建学の精神の具現化へ 授業科目 可能性」（『日本仏 教育学研究』一一号 平成 五年、一三八頁）。
（
88）山川健次郎は東京帝国大 総長に二度就任したことでも有名であ が、明治四〇年（ 九〇七）に九州に創設された明治専門学
校（現九州工業大学）の設立に尽力し、私立学校の教育に寄与した。授業に関して次のようなエピソードがある。大いに学ぶべきであると思う。













  私学に奉職する以上、その建学の精神を理解し、共感し、その具現化を推進するのは当然の義務であるという考えがある一方で、学校が私学である以上、独自の精神があるのは理解できるが、個人の信教の自由は認められるべきであって、全員に建学の精神の具現化を推進する義務はないという考えも存在す 。
　　　　










     また、キリスト教主義学校においてはクリスチャンコードというものがあり、運営のトップはキリスト教徒であるべきとい
う規定がある。建学の精神を堅持して行くため 方法の一つとしての制限であるが、今日、多くのキリスト教主義学校では、設立以来の歴史にもかかわらず、キリスト者の教職員が少数であることが問題点として指摘されており、クリスチャン・コードを維持している学校は多くない。特に、大学において学長がクリスチャンであることの制限が外される傾向にある。これは、キリスト教信者の絶対数も少なく 建学の精神よりも、学校運営の経営面 重視されているからだと推測する。
（
91）若原道昭「大学における仏教教育」（『日本仏教教育学研究』二一号、平成二五年、六頁）。
（
92）佐藤達全「仏教保育と保育者の信仰について―キリスト教保育・神道保育と比較して―」（『日本仏教教育学研究』一四号、平
成一八年、一三五頁）。
（
93）若原道昭「大学における仏教教育」（『日本仏教教育学研究』二一号、平成二五年、七頁）。
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（
94）若原道昭「大学における仏教教育」（『日本仏教教育学研究』二一号、平成二五年、一三頁）。
（
95）齋藤昭俊「仏教教育学の今日的課題」（『日本仏教 育学研究』二三号、平成二七年、五頁）。
（
96）齋藤昭俊『慈悲の 育』（【仏教教育選集１】平成二二年三月、二六四頁）。善を求めるという態度は釈尊の出家に求められる
という。
スバッダよ。私は二九歳で、何かしら善を求めて出家した（『涅槃経』）。
田上太秀「仏教教育とは何か」（『日本仏教教育学研究』一六号、平成二〇年、一頁）。
（
97）石附実「今後の人間教育と教育学のあり方―仏 から学ぶもの―」『仏教と教育』（【仏教教育選集３】平成二二年三月、二一頁）。
（
98）桐田清秀「期待と課題―価値観の再構築をめざして―」『仏教と教育』（【 教育選集３】平成二二年三月 二九頁）。
（
99）若原道昭「大学における仏教 」（『日本仏教教育学研究』二一号、平成 五年、二一頁）。
（
100）若原道昭「大学における仏教教育」（『日本仏 教育学研究』二一号、平成二五年、 頁）。
